
北 海 道 ・東 北 学 会 旅 行 記

京 都 か ら 函 館 ま で

大食四 市 原 京 子

 8.月1目 一 行 は午 前7時9制 服に身 をと とのえて 京都 駅夷 出 口に集 合。8時2分 発北

陸線 ま わ りドン行 で,い よい よ出発 とな った。 「気 を付 けてね 」「ナ マ水 を飲 まないでね 」

「おみや げたの ん だよ 」 と兇送 り も盛ん なが ら ・車 内 もラツ シユ アワー とあって,席 を

確保す るの に大さ わ ぎで あ る。

 幸 い天気 はあ ま りよ 《な 《,窓 の シヤ ドーは不要,車 窓 よ り涼 しい風 が流 れ こ む。米原
      ●

を過 ぎる頃通勤客 も戚 り・天下木ZFの 京 婦 用列車となると ・あちこちか ら歌が 出る ・笑

いがお こる,そ れに もちろんタベモノが出る(専 門です もの)。 しか し敦 賀で,機 関車が

ヂイーゼルか ら煙をは 《の と取 り替え ると・そ う安心 して楽 しめな 《なつた。 進行方 向に

顔を向けて坐ってい る者は トンネル接近予報係 り9そ の他の者は窓の戸 を上げ下 げする係

りa

 こうして.大 して珍 らしい眺め もない北陸本線から羽越本線へ と,歌 とお しやべ りとタ

ベモノを乗せて青春列車は広い越 中 ・越後李野の青田を走 りs日 本海の波のぞぱを走 り過

ぎた。やがて黒々 とした海の向 うに夕陽は沈み ・車内も夜となつ鵡 しか し9暑 さのため

か ・旅慣れないためか ・夜遅 くまで皆眠れず9モ ソモ ソ動いた り。ぼそぼそ しやべつた り9

その騒音がまだ眠 らん とす る人のじや まになる。やっと皆が睡眠のこっを覚えて9び たす

ら眠 り始めたのは ・夜 も白々と明け初める頃 だつた。

 8月2日 朝5時 とある駅でいっせいに洗面をす るため,ホ0ム に飛び出す。20時

間のスス焼けの顔 を冷水 に洗い ・ふと見上げる東北の空は澄み,秋 を思わせる空気の感触

だった。汽車はさちftそ こか ら6時 間半,庄 内奉野,秋 ・・J｠r野を走った。田んぼにはよう
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や 《穂の出そろった稲に朝ヒ》ゆが光っている。 この当 りは早稲はあ ま り見られない。昨 日

通った石川県はかな り早稲が 見られ ・稲穂が もう色着 き始めてい渇 そ こか ち北へ進むに

っれて早稲は少な 《なる。

 10時33分 ・っいに秋田県の大館に着いた。す ぐにそこから苧 イーゼルカーに ・罐詰

のオイルサーヂインの様に詰めこまれて,十 和 田爾に向 うゲ ー時間ほ どで十和田南に着 《

と,す ぐに三台のバスに分乗しs十 和田湖畔へ と一時間余 りバスにゆられた。 冑い湖 ・澄

みわにっに空,湖 面 を渡る涼風が,一 昼夜を経て旅慣れた身に9初 めて旅 σ珠 わいを知 ら

せて《れた。和井内貞行が ヒメマスを北海道あ支笏湖か らこの湖に移 したとい う苦労話 し

を語るガイ ド嬢の声は9い っか子守唄 となっていた。 昼食は ・湖の岸辺に あ る休屋 とい う

ところの休憩所で取っ 心 食慶その当 りを歩い てみると高 村光太郎の刻 んだ裸婦像があっ

       あまくだ      み鵡)
島     天 下 り し か 水 沫 凝 りし か

         あ わ れ い み じ き 湖畔 の 乙 女

二入向いあつて鏡の様な湖面に神秘な姿を写す この裸像を歌った歌は9さ っそ 《私達の愛

唱歌 となった。

 午後は休屋か ら湖上遊覧の船に乗うた。強 い夏の午後の陽は,そ れで も冷い 風と調和 し

てY陽 なたぽつ こにちようど良い くらいの気温だった。 船は岸沿いに9波 ぎわよ りそそり

立っ岩壁 を仰いだ り,小 さな島の間 を縫って通 り9私 達 を楽しませて 《れた。ガイ ド嬢の

説明に皆は静かに耳を傾けていた。夕方3時 船は鉛山の船付 き場 に着い た。 鮒 き場から

十和田ホテル までは登 り坂 を五分 《らい歩いた。長い汽車の疲れが,足 どりを重 《した。

 山小屋 を思わせ る様な丸太作 りの外観をしたこのホテルは9湖 を一望にす る高い丘の上

に建ってい た。二 日ぶりを足をたたみの上になげ出して.._.休みす ると,車 中の煤煙で汚れ

たブラウスや靴下を洗潅す るのに大さわ ぎ。たちまち物干し場1≠万国博覧会の旗が並んだ

様ににぎやかになった。夕食は大広間に集って,夕 陽に映 える空 と湖 を眺めなが ら,東 北

の味 をかみ しめてみた。(ご ちそ うに何が出たか ・さすがの私 ζも気憶 がない)。

観光に名の 売れたこの地方ではあるが,こ こ十和田ホテル周辺は,ほ とんど人の気配のな

い静かな感 じで,し か も旅館の内部はきれいiZと とのっていて,旅 愁 を味わ うには十分で

ある。

 夜,部 屋の手摺にもたれて,じ う と湖を見づめ てみ た。 ひんや りとす る風は,葉 ずれの

音 を誘つて初秋を思わせる。湖は白か ら銀色にまた鉛色fLと まどうむ様に空の闇の中に消

えて行った。秋虫が鳴いている。
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 8A 3日 ゆっ 《らと休んだ朝ぱ,深 い谷底魁ら浮び上つて来 る搬に 目覚めた。湖は再

び銀色に光つてい たb

 朝食後 もゆっ 《りと休み.雪0時5G分9曲 り 《ねっ た坂道 をバツクで登って来て 《れ

た三台の バスに分乗して奥入瀬漢流に向った。

 高い ところか ら夕べ眺めた湖のほど りを・天下りし炉水沫 凝りしか・ww・とあの歌を歌い

ながら,ガ イ ド嬢あ声に身 を傾けなが ら快 《バスに ゆ られて行つた。

 い上いよ漢流にさしかか る。車の左下を浅い珊が流れていた0大 きな岩々や木々の間を

縫 ってゆっtり と進む清冷 な流れは,水 の底まで冑 《す き通つて見え る。 岩をすべ り落ち

て臼 《泡立づ水の音がエンジンの音 を忘れ させるほ ど・山の冷気といつし よに心の中に浸

み通って来る。 車の左は高い幽 ζなっていて数々の滝が流れていた。白 い綱糸をかけた様

な滝,水 晶の玉がころげ落 ちる様な滝。

 皆さま左をごらん下さい………右 をごらん下さい …・・…。 と滝の名や流れ∬)申に岩の名

を示 されて忙 しかった。 皆さま,間 もな《大変高い橋を渡 ります か らお見のがしな き様。

渡ります橋は百両,そ の下の流れが千 ・その流れの中の岩は万両,合 せて一万一千百画

でございますo 臼然に作 られた もの とはいえ ・岩の配置 といいsそ の岩をすべる水の姿

といい9流 れにさしσンくられた木々の枝といい,そ の まま名園の味わいがあつた。十和田

湖に端を発 して太準洋 にそそ ぐこの流れに沿って半 日過し疇 温劇 で昼食を駁 ると9午 後

`訊 甲田山のふ もとの高馳 走った・ 「皆さま ・峠というもρ は ・部 ζに賜 な もので

ございます。 そこを越える と・全《別の世界が開けて来るの.でござい ます。 」ダツ ドタイ

ミングなガイ ド嬢の言葉が切れた一瞬バスは峠を越えてf鼠 前に 曾やわ らかいウレづスを

思い励 のば して描 いた様な広い広も・緑の高原が開けて来た・ 青い空 ・自も醸 ・牧場の緑 ・

草をはむ馬の群 ・私には この旅行中の忘れ られない舞色の・一つ`ζなるだ ろう。.車を降 りて

そ こに遊んだ20分 は本当に楽 しかった。

 山か ら下 り9青 森市街に入 ったのは もう夕陽`ζむせかえ る頃だっ7rGo折 よ 《バスは名物

のねぶた祭 りにぶっっか り9車 中よ り見物 した。太鼓の音が街中に響いて活気があった。

冑森駅で一縛 余 り行列を作 って剰9を 待ち,5時20分 ・船は鏡橋 を雌れた。四方を海に

か こまれた日本で ・s_船で旅行す ることは少ないせいか9皆 はいっせいにヂツキに出て,

子供が汽摩 に乗った ときの様にはしやいでい る。上甲板に出てみると9カ モメが舞いなが

ら船 を遍っ ている。青森港 紬 うは るか点描 画の様に 見える。赤い西の空 を背景`ζ津群

島が黒々 と横たわってい る。舷か らわいて来 る様な白い泡が9黒 い波の上にすべって消え
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て行 《。

船の中 では,横 になつて静かに目をとじている者や9ト ランプに興 じている者9「 彼 」

の予想 をトランプで うちなってい る者等0波 も静か で9船 酔 いす る人 もな《無事え四時間

を過した。9時 もまわつた頃,船 は北海道の表玄関函館に近付いゐ 冥黒いビロー ドのス

ウリ..r,'/にs色 とりどりの星を張 りつけた様にネオ ンサインの美 し《光る港の中へf船 は

しだいにエンジンをゆ るめなが ら,ゆ っtり と入つて行ったb今 夜は 函館の郊外温泉町湯

の川渥泉 で北海道の一夜 を迎え る事にな る。
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